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（証券コード：7728）
http://www.nidec-tosok.co.jp

－注意事項－

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する見通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。

この将来予測に基づく記載や発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各製品の開発・生産能力、製品価格の急激な変化、顧客の購買方針

変更、納入客先の生産計画、関係会社の業績、及びその他のリスクや不確定要素を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑

応答の際の回答に含まれるすべての将来的予測に基づく記載や発言は、プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、この

ような将来予測に基づく記載や発言を更新する義務を負いません。また、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、

私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合があります。

2009年4月27日

決算説明会 -2009年3月期-

１．０８年度連結決算概要と決算のポイント

２．09年度連結業績見通し

３．今後の経営戦略・各事業戦略
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０８年度連結決算概要
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（単位：億円）

決算のポイント

� 期末配当金 6.0円 （中間配当金　12.5円）
年間配当金　18.5円

� 将来への積極的な先行投資
海外拠点の拡充・増産投資等

下期の大幅落込みを全社的なコスト低減、
Q8のWPR　　遂行によりインパクトを最小限に抑制

売上高：　　　 229億　 （12.3%減）
営業利益：　　　13億　　（39.4%減）

� 金融危機・世界的な景気悪化の中、
　　全四半期を通じて黒字確保

TM



3

１．０８年度連結決算概要と決算のポイント

２．09年度連結業績見通し

３．今後の経営戦略・各事業戦略

０９年度連結業績見通し
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営業利益率 2.3% 8.3% 5.7%

通期利益率5.7%、下期8.3%まで回復
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WPR  ：09年度業績見込みTM

09年度見通し
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WPR™はまだ未達、09年度中に達成を目指す
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売上・利益見通しの背景

�小型車へのシフトがさらに進み、当社小型車向けAT/CVT用
　　コントロールバルブ受注増
�新型CVT用コントロールバルブ２機種販売増
�設備・装置の需要は下期に一部回復見込み
�LED、Power系半導体の市場拡大によるダイボンダ需要増

�中国・台湾・韓国・アセアン諸国等海外への拡販

　　（タイ駐在事務所の開設）
�年度後半の景気回復基調に伴う設備投資意欲の回復

当社製品群のマーケット拡大

新規マーケットへの拡販

コスト競争力の向上・・・海外拠点の拡充

２：日本電産トーソク・秋葉ベトナム会社の設立　（ＮＴＡＶ）

１：日本電産東測機器装置（浙江）有限公司の設立　（ＮＴＫＣ）

中国生産拠点の強化による徹底したコスト競争力の向上

３：タイ駐在拠点の設立　（2009年度予定）

自動車部品現地化の加速

ホーチミン
バンコク

浙江

精密アルミダイカスト部品のベトナムでの内製化による原価低減、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物流効率化による競争力向上

＜秋葉ダイカスト工業所　殿　との合弁＞
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１．０８年度連結決算概要と決算のポイント

２．09年度連結業績見通し

３．今後の経営戦略・各事業戦略

今後の経営戦略：重点方針

� 利益率最重視の経営体制
　　・WPR 　 経営
　　・売上高より利益、利益よりキャッシュフロー

� 事業構造の再編
　　・成長領域への資源（人、物）の重点化
　　・装置関連事業部の組織の簡素化＆柔軟化
　　・グループ内連携の強化　
　　

� 持続的成長の為の競争力強化
　　・海外拠点の設立によるコスト競争力と販売力強化
　　・省エネ、エコ、軽薄短小、ハーフプライス
　　　エコカー（EV・HEV・FCV）、省エネ家電、新エネルギー
　　　関連等新分野に向けた開発強化

TM
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環境・省エネ制御・脱化石燃料化
部品の開発促進

自動車用コントロールバルブの拡販

自動車部品事業　　－戦略ー

ステ
ッピ
ング
モー
ター
ー
⇒
制
御
・イ
ンバ
ー
ター

ソレ
ノイ
ド技
術　
⇒デ
ィー
ゼル
用　
⇒燃
料電
池

ECO Car用
電動オイルポンプ

低リーク超小型電磁弁

電制　PCVバルブ

制御・インバータ技術

家庭用　燃料電池制御弁等

高機能コントロールバルブ

ステッピングモータ

電磁弁
スプールバルブ

ディーゼル用
高精度電磁弁

既存商品の拡大
新市場・新顧客

電磁弁技術応用
新分野への拡大

ＨＥＶモーター＆インバータ

機電一体新構造Ｃ/Ｖ

新型CVT用コントロールバルブ新型CVT用コントロールバルブ

新型CVT用コントロールバルブを０９年に２機種量産化

計画　40,000台／月

１．変速レスポンスの向上

　　　　圧力制御⇒流量制御

２．新開発ソレノイド２機種を含む

　　オール内製化

３．１００％自社設計・開発

４．オイル消費流量削減　（低燃費に貢献）

１．内製新開発ソレノイド４機種採用

２．ソレノイドを含む内製化率向上

A社用 B社用

計画　10,000台／月

注）配布資料からは秘匿の関係上
写真を割愛させて頂きます。
ご了承ください。

注）配布資料からは秘匿の関係上
写真を割愛させて頂きます。
ご了承ください。
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Common Rail System

燃料フィルタ

インジェクタ

コモンレール

高圧センサー

燃料コントロール
バルブ

高圧燃料ポンプ

エンジンコントロール
ユニット（ECU）

IN

OUT

軽油

クリーンディーゼルエンジン用電磁弁クリーンディーゼルエンジン用電磁弁

コモンレールシステムのインジェクタへ供給する
燃料の流量制御弁

バリエーション展開による
販売数量予測

特徴
１．超精密加工・組立による高精度流量制御と低ﾘｰｸ
２．高信頼性ｼｰﾑ溶接による圧力密閉構造
３．特性ﾋｽﾃﾘｼｽ低減　（磁気回路部品一体加工）
４．Ｅｕｒｏ５適応

最新の排気規制Euro5対応の流量制御弁を生産開始（０８年６月）
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2,000

09年 10年 11年 12年 13年

（千台／年）

派生機種

現行機種

自動車用超小型電磁弁自動車用超小型電磁弁

環境・省エネニーズに対応した
超小型・軽量・低リーク比例電磁弁

プロト品

他社外観

AT・CVT用比例電磁弁　（開発中）

特徴
超小型：サイズ50％ダウン（他社体積比）
軽量：　　 質量25％ダウン（他社比）
低リーク：リーク30％ダウン（他社比）

注）配布資料からは秘
匿の関係上、写真を
割愛させて頂きます。
ご了承ください。
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エコ対応芯出し機

システム化技術

精密位置決め技術

精密加工・組立技術

モーション制御技術

高速搬送技術

計測技術

画像処理技術＋XYステージ

次世代ダイボンダ

Parts
Unit

System

Composite Product
計測機器と半導体装置の融合により
　新技術、複合化製品の創出を加速

システム事業　　ー計測機器ー　

高速３D検査装置

XYステージ＋

ゲージ技術

家庭用エアコンコンプレッサ
エコキュート用

環境対応技術

電気マイクロメータ エアマイクロメータ

ねじゲージ

XY ステージ
電動アクチュエータ

ボールねじ

エアカット
マイクロメータ

ラインナップ化

システム事業　　ー半導体製造装置ーシステム事業　　ー半導体製造装置ー

DBD7000DBD7000
EBD4350EBD4350

DBD3570DBD3570

100mm幅対応

市場拡大が見込まれる3大市場へ対応する商品ラインナップ

◆メモリ分野におけるマルチチップ
　パッケージ及びSSDへ対応 ◆ LED対応エポキシダイボンダ　

革新的
ダイボンダの開発
＜高速・高精度＞

IC LED

Power

最大マーケットに
最新ダイボンダを開発済 急成長が見込まれるLED

市場に向けたVer.Up製品投入

◆ Power系ダイボンダ　パワー素子対応
TOSOK得意の半田ボンダ

　環境、ECOトレンドにより拡大する高効率パワーデバイスへ対応
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ＷＰＲ™
ＷＰＲは、2008年に日本電産㈱の永守重信が自身の独自経営手法に付した名称です。

ＷＰＲ™は、日本電産㈱の日本国における商標です。
ＷＰＲ© 日本電産㈱永守重信2008年。　　　　　　　　　　　　　　

お問合せ先

日本電産トーソク株式会社 経営企画部

<TEL>046-252-3102

<E-mail>information@nidec-tosok.co.jp

http://www.nidec-tosok.co.jp

補足資料

�売上高推移
�売上高推移（四半期別）
�営業利益推移
�営業利益推移（四半期別）
�連結キャッシュフロー推移
�借入金推移
�設備投資・減価償却費・研究開発費
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(単位：億円)

売上高推移
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270

08年度
期首計画

０６年度を底に、０７年度から売上げ拡大に転じるも,
マーケットの大幅収縮により　０８年度は12%減

-12%

売上高推移（四半期別）

自動車部品

◆ 半導体業界不振、設備投資抑制
が直撃

半導体製造装置

計測機器

◆ 自動車の販売不振の影響を受け
Q3以降大幅に減少

◆ 新商品の立上げ、小型車シフト
による小型車用ＣＶＴの増産で

　　下支え

◆ 設備投資抑制の影響により減少
◆　自動車生産、LEDなどの検査設
備が減少

自動車部品

半導体

計　測

6668
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56

39

金融危機による世界的な景気悪化によりQ3以降大きく
落込み、Q4の売上高は前年比約5割減
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営業利益推移

（単位：百万円）

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度
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2,174
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期首計画

-39%

2,500

０６年度を底に、０７年度から収益体質改善の中,
マーケットの大幅収縮により　０８年度は39%減

利益率
5.7%

営業利益推移（四半期別）

◆　Q2までは好調

◆ Q3以降は売上大幅減により

上期の３分の１に減少

◆ 売上減少で苦戦

Q3以降の売上高の大幅減により利益は極小となったが、
全四半期を通じて黒字を確保
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（百万円）
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自動車部品
半導体

計　測

93
34

自動車部品

半導体製造装置

計測機器

◆ 中国生産移管による原価低を

図ったが、売り上げ減が響き

下期は大幅減
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連結キャッシュフロー推移
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-200

2,003
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-898

08年度

1198

-1874

-59

（＝営業ＣＦ－設備投資－配当）

借入金推移

自動車部品ベトナム工場
増産投資約１０億　他
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設備投資・減価償却費・研究開発費
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